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論文要旨　「とろみスポリカ」を試食した後期高齢者と学生の味覚とテクスチャーを比較し，老化によって食物の
味覚，味わいがどのような状況であるかを明らかにした。また，この水分補助製品が後期高齢者の食感を満足させ
ているかどうかについて検討した。
　後期高齢者144人（男性28人／女性116人），学生は168人（男性43人／女性125人）から回答を得た。４つの基本
味覚を比較したところ，学生は後期高齢者より製品の味覚に反応しており，特に塩味をより強く感じていた（p＜
0.05）。高齢者は酸味について，学生より反応が強かったが有意な差ではなかった。義歯を利用している高齢者の
味覚は，酸味について強く感じていた（p＜0.01）。義歯をしている高齢者は，「とろみスポリカ」を含みやすいと
回答していた（p＜0.05）。また，「溶けやすさ」は，後期高齢者の方が学生より満足度が高かった（p＜0.05）。咳
き込む体験のある高齢者は，「残り具合」に不満足であった（p＜0.01）。果物の嗜好状況は，高齢者と学生には有
意な差はなかったが，高齢者はミカンが第１位，学生はモモが第１位と両者とも甘い果物が上位を占めた。
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■　はじめに

　超高齢社会を迎え，高齢者は，健康寿命を獲得
してこそ意義ある人生の完結を迎えるが，人間の
加齢現象は避けて通る事はできない。平均寿命の
延長は，老化による全身機能の低下を招くことか
ら，摂食・嚥下機能の低下による高齢者の脱水を
予防し，健康を維持していくことは重要な援助と
なる。また，安全な水分補給を必要とする高齢者
及び嚥下障害がある高齢者に，嚥下しやすく，お
いしい水分補給製品を提供していくことは，高齢
者の健康寿命のためにも必要な健康要素であり，
食生活の豊かさ，生活の質向上に繋がる基本的な
課題である。
　本大学の老年看護学教育においても，嚥下障害
のある高齢者の水分補給援助を重要な援助と位置
づけており，嚥下しやすいように増粘剤を用いた

技術演習を実施している。この演習において，学
生は，増粘剤を使用して調理した食品に対して，
「調理に時間がかかる，味が変わる」などと評価
していた。
　ところが，最近はこの増粘剤の品質改良が進
み，味やにおいへの違和感は減少してきている。
しかし，この増粘剤の使用にあたっては，食品の
温度による粘度の変化・反応には，思う以上に時
間がかかり，手軽に水分補給することは難しい状
況である。誰もがおいしく，より手軽に必要なと
きすぐに水分補給できる製品の工夫が求められて
いる。
　さらに，食べ物にとって重要な条件の一つはお
いしいことである。このおいしさを評価するには，
製品の色，形，味，におい，温度などや口に入れ
て咀嚼している時に感じる舌ざわり・噛み応え・
粘り・喉ごしが重要な要素であると考えられる。
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　今日，超高齢化が伸展する日本社会において，
後期高齢者の「健康寿命」を考える時，安全に水
分補給ができる製品の開発が求められている。そ
して今回，高齢者及び嚥下障害者の水分補給を可
能にする商品開発に常々取り組んでいる会社の製
品を活用する機会が与えられた。この製品を評価
することによって，今後高齢者の水分補給製品が
おいしく・安全に摂取できる製品開発の一助とな
れば，高齢者の生活の質の向上が望めるのではな
いかとこの研究に取り組んだ。

■　用語の操作上の定義

　テクスチャーとは，口に入れて咀嚼している間
に感じる，舌さわり・噛み応え・粘り・もろさ，
さらに，飲み込む時の喉ごしの状況である。テク
スチャー評価のひとつに官能評価がある。一般的
には消費者の好みを調べる方法と試料使い，違い
を識別する方法がある。本研究におけるテクス
チャー評価は，高齢者の日常に近い状況で，高齢
者の主観的な食感評価を用いた。食感項目として，
含みやすさ・溶けやすさ・飲み込みやすさ・残り
具合・後味の５項目とした1）。

■　研究目的

　「とろみスポリカ」を試食した後期高齢者と学
生の味覚とテクスチャーを比較し，老化によって
食物の味覚，味わいがどのような状況であるかを
明らかにする。そして，この水分補助製品が後期
高齢者の食感を満足させているかどうかを明らか
にする。

■　研究方法

１．研究対象：水分補給は様々な疾患や投薬状況
にかかわらず，高齢者全般に求められているこ
とからＡ老人福祉施設のサービスを利用してい
る後期高齢者及び B大学看護学部学生を対象
とした。

２．研究期間：平成18年12月～平成19年３月
３．データの収集方法：製品「とろみスポリカ」
を試食後，アンケート調査票（資料１）に記入
してもらった。テクスチャー評価に影響を与え
ると考えられる口腔環境要因として義歯をとり
あげた。また，高齢者からの聴き取り調査にお

いては，高齢者の嚥下状態の確認は非常に難し
い。この嚥下状況を食事摂取における「むせ」
を咳き込む体験として嚥下機能を評価した。調
査項目は，介護サービスの利用状況，義歯の有
無，咳き込む体験，味覚（甘味・塩味・酸味・
苦味），果物の嗜好状況，テクスチャーなどで
ある。試食については，食後をさけ，「とろみ
スポリカ」を一回約100～150ml 試食してもらっ
た。高齢者は水分補給の時間を利用し，学生は
食後をさけた休憩時間・放課後を利用した。高
齢者データ収集は，Ａ老人福祉施設職員の半構
成的面接法によった。学生のデータは試食後，
設置した回収箱にて回収した。製品「とろみス
ポリカ」については，資料２を参照。
４．分析方法：後期高齢者と学生の水分補給製
品に対する食感，味覚と義歯の有無，咳き込む
体験の有無との関連をχ2検定，Mann-Whitney 
U 検定により比較検討した。
　解析ソフトは SPSS12J を使用した。
５．倫理的配慮：Ａ老人福祉施設に対して，研究
の趣旨について説明し，とろみ飲料スポリカは，
製品として認可を得た商品であり，さらに製品
の安全性について会社から説明を実施し，研究
の同意を得た。個々の高齢者に対しては，研究
の趣旨を説明し，研究に同意が得られた方に
「とろみスポリカ」を飲用してもらった。さら
に，調査の結果から個人が特定されることはな
いこと，研究への同意の有無が受けるサービス
に影響しないことを説明した。調査の結果を論
文に発表することを説明し同意を得た。学生に
対しては，書面にて研究の趣旨や研究協力の有
無が成績には一切関係しないことを説明した。
調査時期については，学期末の時期を選び実施
した。尚この研究は呉大学看護学部倫理委員会
の承認を得た。

■　調査結果

１．基本属性について
１）性別と年齢：後期高齢者144人（男性28人／
女性116人），学生は168人（男性43人／女性125人）
であった。以後後期高齢者を高齢者と呼称する。
年齢区分は75～84歳65人（男性12人／女性53人），
85～94歳70人（男性13人／女性57人），95歳以上
９人（男性３人／女性６人）であった。
２）高齢者の福祉サービス利用状況：Ａ老人福祉
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施設のサービスを利用していた高齢者64人を生活
の場別に分類した。介護老人福祉施設入所者19人
（男性５人／女性14人），ケアハウス入所者45人（男
性10人／女性35人）であった。デイサービス利用
者している高齢者は80人（男性13人／女性67人）
であった。
３）高齢者の義歯の状況：義歯を使用している高
齢者は108人（総義歯39人／部分義歯69人），年齢
区分は75～84歳48人，85～94歳51人，95歳以上９
人であった。義歯がない高齢者は36人であった（表
１－１，表１－２）。
４）喫煙の状況：高齢者の喫煙者は20人，非喫煙
者は124人であった。学生の喫煙者は35人，非喫
煙者は133人であった。
５）咳き込む体験：咳き込む高齢者は34人，咳き
込まない高齢者110人であった。咳き込む学生は
10人（男性１人／女性９人），咳き込まない学生
158人（男性42人／女性116人）であった。咳き込む
体験は高齢者が学生より多かった（p＜0.001）。
　さらに，高齢者の咳き込み状況を年齢別にみる
と，75～84歳は12人（18.5％），85～94歳は20人
（28.6％），95歳以上は２人（22.2％）であった。
年代が高くなるにつれて，咳き込む高齢者の割合
が多くなっていた。
　咳き込み体験と義歯との関連は，義歯を使用し
ている高齢者は118人，そのうち咳き込む体験者
は27人（22.9％）／咳き込んだ体験のない高齢者

は91人（77.1％），義歯との関連はなかった。
　咳き込み体験と福祉サービス利用状況は，介護
老人福祉施設利用高齢者の咳き込む体験者は９
人（47.4％）／非体験者10人（52.6％），ケアハウス
利用高齢者の咳き込む体験者は17人（37.8％）／
非体験者26人（57.8％），デイサービス利用者の
咳き込む体験者は８人（10.0％）／非体験者71人
（88.8％）／無回答１人（1.3％）であった。咳き込
み体験と介護サービスとの関連をχ2検定したと
ころ，介護老人福祉施設を利用している高齢者に
は，咳き込む体験者が多かった（p＜0.001）（表２）。

２．後期高齢者と学生の味覚及び義歯との関連
　「とろみスポリカ」を試食した高齢者と学生の
４つの基本味覚をMann-Whitney U 検定したと
ころ，学生は後期高齢者より製品の味覚に反応し
ており，特に塩味をより強く感じ（p＜0.05），酸
味については，学生より高齢者の反応があった（表
３－１）。
　さらに，義歯を利用している高齢者と非義歯高
齢者の味覚をχ2検定したところ，義歯を利用し
ている高齢者の方が，酸味について強く感じてい
た（p＜0.01）（表３－２）。

３．�後期高齢者と学生の水分補給製品に対する食
感比較

　とろみの加減について，含みやすさ・溶けやす
さ・飲み込みやすさ・残り具合・後味の５項目の
食感を比較したところ，高齢者の方が「溶けや
すさ」について満足度が高かった（p＜0.05）。他
の項目においては，高齢者と学生の差はみられな
かった（表４－１）。
　高齢者の水分補給製品に対する食感と義歯・咳

表１－１　後期高齢者の義歯の利用状況

表１－２　年齢と義歯利用状況

表２　介護サービスと高齢者の咳き込み体験

（***p＜0.001）
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き込み体験の有無との関連を分析したところ，義
歯を利用していない高齢者の方が「含みやすい」
と回答していた（p＜0.05）。義歯の種類（総義歯・
部分義歯）は，食感に影響を与えていなかった。
　咳き込む体験のある高齢者は，「残り具合」に
不満足であった（p＜0.01）が，「溶けやすい」「含
みやすさ」，「飲み込みやすさ」，「後味」について
関連はなかった（表４－２，表４－３）。

４．高齢者と学生の果物の嗜好状況について
　高齢者の好きな果物は，ミカン80人と最も多く，
ブドウ，バナナ，イチゴの順であった。学生はモ
モ99人，リンゴ90人，イチゴ・ミカン88人の順で

あった。レモンは，両者とも37人／ 49人と低かっ
た。高齢者と学生の嗜好の差が大きい果物はバナ
ナとモモで，高齢者はバナナを好み，学生はモモ
であった（図１）。
　高齢者と学生の果物の嗜好状況には有意な差が
なかった。

表３－１　後期高齢者と学生の味覚の比較

（*p＜0.05）

表３－２　後期高齢者の義歯の有無と味覚の状況

（**p＜0.01）

表４－１　後期高齢者と学生の食感の比較

（*p＜0.05）

（*p＜0.05）

表４－２　後期高齢者の食感と義歯の有無との関連
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■　考　察

１．後期高齢者と学生の味覚比較について
　高齢者は，老化に伴って多くの機能低下が生じ
るが，その中で味覚の機能についてWhitbourne
（1985）2）は，伝統的な感覚の中で味覚だけは，はっ
きりと規定された加齢による内因性の変化の影響
を受けないと報告している。しかし，この知見は
舌の味蕾と受容体の分布や数が，年齢の影響を受
けないという解剖学的知見によるものであるが，
今日の横断的研究においては，池田ら（1989）3），

久木野（1998）4）が，どの味質（甘味・塩味・酸味・
苦味）も加齢に伴って低下する味覚は，苦味が最
も顕著であり，ついで酸味である。そして，甘味・
塩味の低下は穏やかであったと二者は同様な報告
をしている。
　さらに，山田（2005）5）は，味覚の感度は味蕾
と呼ばれる受容器の減少により年とともに変化
し，塩味・苦味・甘味・酸味の順に悪くなり，特
に60歳を越すと酸味以外の味覚は急激ににぶくな
り，酸味に対しては年とともにゆっくり感度が悪
くなるとの報告している。
　今回の調査においても，「とろみスポリカ」を
試食した高齢者の酸味は，最後まで残っている。
また，臨地実習においても，高齢者は酢の物，ヨー
グルトなどを残す傾向が観察できる。
　駒井6）は，加齢による味覚の変化について，他
の感覚機能に比べ，それほど大きな機能変化は捉
えられないと述べているが，高齢者の味覚の感じ
方は学生より弱くなっていたことから，後期高齢
者は，すでに全般的な味覚機能低下状態であると
考えられる。
　後期高齢者の義歯利用の割合は75％と高い。義
歯を利用している高齢者と非義歯高齢者の味覚を
比較したが，塩味と酸味において味覚の感度にい
くぶん差はあるが，高齢者の味覚は義歯の影響が
少ないのではないかと思われる。
　製品のおいしさを引き出すために香りづけがさ
れることから，その香りづけの代表的として果物
がある。果物の嗜好調査は，「とろみスポリカ」
をおいしく飲用してもらう為の調査でもある。高
齢者と学生の嗜好状況をみると，高齢者も学生も
甘い果物を好み，酸味の強いレモンは下位をしめ
ており，両者の嗜好状況は類似している。食物の
おいしさは，味覚で感じる味によって左右される
場合も多いが，匂い（風味）もおいしさに影響を
与えることから，果物の嗜好状況を製品に反映さ
せると，より水分摂取が可能となると考える。

２．�後期高齢者の「とろみスポリカ」に対する食
感について

　均質なゾルには，水のようにさらっとした（粘
度が低い）ものから，粘稠な（粘度が高い）もの
まで含まれる7）。この製品「とろみスポリカ」は
均質なゾル状態であり，粘度が高い方に属してい
るが，咀嚼機能の影響は少なく非常に嚥下しやす
い形態の製品である。

図１　学生と後期高齢者の果物の嗜好状況

表４－３　後期高齢者の食感と咳き込みとの関連

（**p＜0.01）
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　食物の形態は，食感との関連が深いが，それ以
外にも，歯の状況，咀嚼力が食感に影響を与えて
くる。さらに，食物を咀嚼する過程において，食
べる人の咀嚼機能によって感じるテクスチャーは
異なり，嚥下状況にも影響を与える要因になる。
　高齢者の食感は，これら義歯の有無・咳き込む
体験の有無の複合的な要素との関連が深いのでは
ないかとの仮説から，製品との関連を分析したと
ころ，「含みやすい」・「飲み込みやすい」につい
ては，学生との差はみられなかったことや，義歯
を利用していない高齢者の方が「含みやすい」と
回答している状況は，義歯という異物が口腔内に
あることから当然の結果と考えられ，義歯の影響
は受けていないと考えられる。また，咳き込む
体験においても，「溶けやすい」・「飲み込みやす
さ」・「後味」についても差がなかった。この製品
の食感は，義歯を利用している高齢者，咳き込む
体験のある高齢者にも，よい評価が得られたので
はないかと考える。
　しかし，咳き込む体験のある高齢者が「残り具
合」に不満足の傾向があることから，誤嚥の恐れ
もあり，今後の課題として残るのではないかと思
われる。

■　結　論

　食物のおいしさは，味覚で感じる味によって左
右される場合が多いが，匂い（風味）もおいしさ
に影響を与える。高齢者と学生の嗜好状況は類似
しており，両者は甘い果物を好み，酸味の強いレ
モンは下位になっている。この果物の嗜好状況を
製品に反映させると，より水分摂取が可能となる。
　後期高齢者の食感は，「含みやすい」・「飲み込
みやすい」において，学生との差はみられず義歯

の影響は少ない。また，咳き込む体験をもつ高齢
者は，「溶けやすい」・「飲み込みやすさ」・「後味」
については満足している。しかし，咳き込む体験
のある高齢者が「残り具合」に不満足な傾向を示
していることは，誤嚥の恐れがあり今後の課題と
して残る。

■　おわりに

　近頃，嚥下補助食品は，液状食品に増粘剤を混
合するだけで粘調性が得られる製品，誤嚥せず飲
み込みやすいゼリー製品など多く市販されてい
る。高齢者の健康寿命を維持するには，おいしい，
そして安全な水分補給製品を提供することが，生
活の質を保証するうえに重要な援助である。今後
は，１人暮らし高齢者，老夫婦世帯の増加が予測
されることから，おいしい水分補給製品を簡単な
摂取方法で提供していくことが，高齢社会にとっ
て必要な要素になる。
　今回，製品「とろみスポリカ」を活用し，後期
高齢者と学生の味覚・食感を比較しいくつかの示
唆がえられた。これからも，とろみの必要な高齢
者においしくかつ安全に水分補給ができる製品を
検証していく必要がある。また，看護の専門的知
識を有する大学として，このように飲料会社と学
際的な領域で協働することができ幸運であった。
今後は，対象者を限定した調査研究の継続が望ま
れる。
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